
筒
番
号
引

昭
和
日
年

(1
9
3
6
年
)
6
月
幻
日
〔
消
印
〕

司法
宮
バ
叶
を
む
符
.
1
4
d
、代
沼
市
科

J
だ
ノ
ム
9

1

、久ゆ
1

，Y
ヘ

、

与

へ

未

き

ど

4

p

均
等
ν
わ

す

tvす

ず
か
〕
色

ユ

取

伊

吹

イ

ゆ

f
J、
dcf
志
、
之
、

w
p
ト
グ
パ
エ
ム
ヰ
又
立
ぺ
て

ト

1
u
c
v
v
b
時
え
町
ノ
ユ
寸
て
。

少リ
?
b
b
h事
ず
ノ
攻
、
ず
ノ
え
い
寸
ぃ

φ
y
r

以
工
ノ、
J
Y
ハキ
レ
代
¥
y
m
v

爪刊
し
誌
浮
い
口
お
け

市

小

ぐ

b
u凡
…
に
悦
ぜ
W

1
，
守
、
実

d
v
a
?
;
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.が{土佐罫

ふ

E

五
!
》
・
竹
川
よ

}人
守
F

ネ
寸
1

ι
λ
!
外
人

hτん

L
Z
L徐々
一今、
T

半
Ah
レ、
i
M

一一ヤ

十社
先手L

ー、、
""11 

【
校
異
}

広
告
出
し
ま
す
。
〔
全
集
〕

l

↓
広
告
出
し
ま
す
、

(改
行
な
し
)
二
枚
の
ス
イ
セ
ン
の
〔
全
集
〕

l
t
(改
行
)

た
の
み
ま
す
。
〔
全
集
〕

l
vた
の
み
ま
す
、

使
用
下
さ
い
。
〔
全
集
〕

l
t使
用
下
さ
い
、

期
待
す
る
。
〔
全
集
〕

l
+期
待
す
る
、

【ノ

l
卜】

ス
イ
セ
ン
の
お
言
葉
|
|
山
岸
外
史
の
推
薦
文
は
、
「
帝
国
大
学
新
聞
」
(
七

月
六
日
)
の

『晩
年
」
広
告
に
は
使
わ
れ
ず
、
中
村
地
平
推
薦
文
(
無
題
)

が
使
わ
れ
た
。
山
岸
の
「
太
宰
治
の
短
篇
集
『
晩
年
」
を
推
鷹
す
る
」
は
、

砂
子
屋
房
発
行
の
「
文
筆」

創
刊
号

(昭
和
十

一
年
八
月
)
に
中
村
地
平
の

帝
大
新
聞
へ
大
き
く
「
晩
年
」
の
広
告
出
し
ま
す
、

二
枚
の
ス
イ
セ
ン
の
お
言
葉
、
大
至
急
速
達
に
て
、
下
谷
区
上
野
桜

木
町
二
十
七
の
砂
子
屋
書
房
あ
て
に
、
た
の
み
ま
す
、
「
天
才
」
く
ら

ゐ
の
言
葉
、
よ
ど
み
な
く
自
然
に
使
用
下
さ
い
、
兄
の
マ
ン
リ
イ
な
る

愛
情
を
期
待
す
る
、
他
日
お
礼
に
参
上
。

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十
山
岸
外
史
学
兄

干
築
県
船
橋
町
五
日
市
本
宿

一
九
二
八

太

宰
治

文
章

(「「
晩
年
」
の
讃
」
)
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
。

「
天
才
」
く
ら
ゐ
の
言
葉
|
|
山
岸
外
史

『人
間
太
宰
治
』
に
は
、
「
天
才
!

こ
の
言
葉
に
困
っ
た
」
と
あ
る
。
山
岸
は
「
天
才
」
と
い
う
こ
と
ば
を
避
け
「
鬼

才
」
と
し
た
が
、
太
宰
は
「
「
鬼
才
」
で
は
満
足
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
」

と
書
い
て
い
る
。
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hyvイ
ス

。

加

工一。
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チ小
、一Z
-
守ヂー、

wd

額
十
駄
木
町
j

丸
u

作

使霊F

1 

ん
ハ含
T
i
hMP

【
校
異
】

取
リ
ア
ヘ
ズ
〔
全
集
〕
1

4
7

取
リ
ア
エ
ズ

(改
行
な
し
)
近
日
〔
全
集
〕

l
t

(改
行
)

(脱
字
。
「
談
笑
。」
の
次
行
)
〔全
集
〕

l
t
不

一。

取
リ
ア
エ
ズ
粛
然
タ
ル
オ
礼
、
申
シ
ノ
ベ
マ
ス
。

近
日
オ
礼
ニ
参
上
イ
タ
シ
マ
ス
。
委
細
ソ
ノ
折
、

談
笑
。
不

一。

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十

太
宰
治

山
岸
外
史
様
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書
簡
番
号
分

昭
和
日
年

(1
9
3
6年
)
7
月
5
日
〔
推
定
、

~ 今十
プヌー

ι 
ノ与

伊
豆
寸
h 
γ1フ

消
印
〕
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【
校
異
】

昭
和
十
年
頃
〔
全

集
〕
|
+
昭
和
日

年
(1
9
3
6
年
)

7
月
5
日
(【ノ
ー

ト
】
参
照
)

【ノ

l
ト】

こ
の
書
簡
の
発
信
年
月
日
は
、
直
筆
が
な
く
消
印
か
ら
も
判
明
し
な
い
。一

九
九

一
年
三
月
刊
行
の

『太
宰
治
全
集
」
第
十

一
巻
で
は
「
昭
和
十

一
年
七

月
上
旬
頃
」
と
し
、

一
九
九
九
年
四
月
刊
行
の

「太
宰
治
全
集
」
第
十
二
巻

で
は
「
昭
和
十
年
頃
」
と
し
て
い
る
。
前
者
は
、
「
先
白
書
い
て
い
た
だ
い
た

先
日
書
い
て
い
た
だ
い
た
原
稿
、
雑
誌
の
本
文
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
く
、
堂
々
評
論
と
し
て
立
派
に
通
る
も
の
と
確
信
。
近
日
訪

日
り
。

日
ド

東
京
市
本
郷
区
千
駄
木
町
五
十

太
宰
治

山
岸
外
史
学
兄

原
稿
」
を
、
左
に
記
す
「
太
宰
治
の
短
篇
集

「晩
年
』
を
推
薦
す
る
」
と
推

測
し
て
い
る
が
、
後
者
は
そ
れ
を
採
ら
な
か

っ
た
た
め
か
。
し
か
し
、
後
者

の
書
簡
の
掲
載
は
昭
和
十

一
年
の
場
所
に
あ
る
か
ら
、
「
昭
和
十
年
頃
」
は
誤

植
か
。
こ
こ
で
は
前
者
を
採
用
す
る
。
消
印
で
は
、
末
尾
の
日
に
ち
の

「
5
」

が
確
認
で
き
る
だ
け
だ
が
、
ス
タ
ン
プ
内
の

「
5
」
の
位
置
か
ら

一
桁
の
数

字
と
思
わ
れ
る
。

先
日
書
い
て
い
た
だ
い
た
原
稿
|
|
一
九
九

一
年
三
月
刊
行
の
「
太
宰
治
全

集
』
第
十

一
巻
の
注
記
に
あ
る
よ
う
に
、
「
太
宰
治
の
短
篇
集

「晩
年
』
を
推

薦
す
る
」
(
「
文
筆
」
創
刊
号
、
昭
和
十

一
年
八
月
)
と
思
わ
れ
る
。
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書
簡
番
号

M
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昭
和
ロ
年

(1
9
3
7
年
)
1
月
初
日
〔
消
印
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主が、は使郵

ム/手

足 イ御
『 守.' L~弘 、

片ぞ)
兵 vrrム介??

シ乙

{
校
異
】

あ
り
が
た
う
。
〔
全
集
〕
|
+
あ
り
が
と
う
。

/
傷
心
。
〔
全
集
〕

l
v傷
心
、

/
人
の
家
か
な
。
〔
全
集
〕
|
+
人
の
家
か
な
/
「死
ぬ
る
が
忠
義
」
〔
全
集
〕

|
+

「
死
ぬ
る
が
忠
義
」
、
/
(
縦
線
な
し
)
〔
全
集
〕
|+

(縦
線
あ
り
)

{ノ

l
ト
}

傷
心、

:
:
:
|
|
昭
和
十

一
年
十

一
月
二
十
九
日
付
小
館
善
四
郎
宛
は
が
き
、

十
二
月
三
日
付
鰭
崎
潤
宛
は
が
き
に
も
同
じ
文
句
が
あ
る
。
山
岸
外
史
は

「人
間
太
宰
治
」
で
、
小
館
善
四
郎
宛
は
が
き
を
引
用
し
、
妻
初
代
と
小
館
善

四
郎
と
の
性
関
係
を
知
っ
た
太
宰
の
「
心
境
の
深
い
苦
し
さ
も
よ
く
で
て
い

る
」
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
太
宰
は
ま
だ

二
人
の
関
係
を
知
ら
な
か
っ
た
。
後
に
そ
の
事
実
を
知
っ
た
太
宰
は
、
初
代

梅
花

一
輪
あ
り
が
と
う
。

お
逢
ひ
し
た
く
思
っ
て
ゐ
ま
す
。

こ
の
ご
ろ
毎
日
、
寝
て
ゐ
ま
す
。

傷
心、
か
は
ぞ

川
沿
ひ
の
路
を
の
ぼ
れ
ば

赤
き
橋

ま
た
行
き
行
け
ば

人
の
家
か
な

空
飛
ぶ
鳥
を
見
よ

播
か
ず

刈
ら
ず

倉
に
収
め
ず(
マ
タ
イ
七
章
)

「
死
ぬ
る
が
忠
義
」
、

」
れ
は
汚
き
パ
レ
ッ
ト

枚
、
お
ゆ
る
し
下
さ
い
。

本
郷
区
千
駄
木
町
五
十

太
宰
治

山
岸
外
史
様

と
心
中
未
遂
を
起
こ
し
、
離
別
す
る

0
4
館
善
四
郎
は
、
太
宰
の
四
姉
き
ゃ

う
の
夫
の
弟
で
帝
国
美
術
学
校
の
画
学
生
。
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簡
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昭
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日
年

(1
9
3
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推
定
〕

'
し

4
t

と
え

、一江

r

k

w
¥

¥

。

ヰ
ト

イ

1
f

手
1

f
"

に

セ
，
Y
3
‘?
・・ち

十
社
.

わ

せ
.

。

-rF
E
W
--

/
1

f
1
 

官
/
?
〈

込

内

ト
hr

f
h
ん

で

叫

か

人
。

こ

司

f
nJ
・
〉

れ

九

十

ゆ

3
 

4V
f
す
氏
、
チ

η
γL

-h
し
い
川

丸

ド

ケ

B
、
れ

わρ

与

え

っ、

.d
L
1、
/仰

?

?
J¥

的
ガ

¥

丈

吟
.4
。

プ
ブ
-
て
(

仰
がか

。
ーな

働
行
37;

J
1-

ー

ヶ
ド

f
.よい
一句
叫
ヤ
タ
J
MV

つ

L
q
つぺ

匂

1

・
d
1

，，，!
・・
・
・

!
ゴヮ

，
ゥ
・し
ご

を

を

g

J
31¥

々

レ

今

y

、

?
ァ
干
の

八
一
わ
え
1

礼

な

か
し
一
小

慌
を
7

hW

H
I
t

y
)/
作

。

いい

Z
〆

向

イ
の

Je!

ρ
 

7

九

i
L
弥
・レ
の

あ

仇

小
、
ゆ

同，『叶・.
3

二
l

γレ
ャ
1

て会

1--

T 
1え

L 

O
 

F

-

‘，，
、
、‘
 

78 

U
 

也
、



す

Jγιよ1
l¥1 lな

1工↑ F

つA
F

吋

l
l
I

初

1

0

ιsがは4史霊下

Jと

f~ 

T 
kt 
Z一

石T
f「 ZRlv、
デむ

|;( 

【
校
異
】

十
月
十
七
日
〔
全
集
〕
1
47
U
月
口
日

(【ノ
l
ト
】
参
照
)

安
心
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
〔全
集
〕

l
t
安
心
し
て
ゐ
ら
っ
し
ゃ
い
。

胆
力
も
、
〔
全
集〕

l
t
胆
力
も
。

陀
っ
と
〔
全
集〕

|
+
蛇
っ
と

ニ
ヤ
ケ
夕
、
〔
全
集〕

|
17
ニ
ヤ
ケ
タ

【ノ

l
ト
}

消
印
の
月
の
部
分
は

「
叩
」
と
も
「
ロ
」
と
も
見
え
る
。
発
信
地
の
住
所
が

甲
府
の
下
宿
屋
寿
館
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
二
月
と
推
定
さ
れ
る
。
天
下
茶

屋
か
ら
寿
館
に
移
っ
た
の
は
、
昭
和
十
三
年
十

一
月
十
六
日
の
こ
と
で

(同

日
付
け
中
畑
慶
吉
宛
書
簡
に
よ
る
)
、
石
原
美
知
子
の
母
が
こ
こ
を
「
探
し
て

ち
か
き
う
ち
第

一
信
発
送
い
た
し
ま
す
。

安
心
し
て
ゐ
ら
っ
し
ゃ
い
。

汝
、
信
仰
う
す
き
も
の
よ
。

(死
ん
で
は
、
い
か
ん
。
死
ん
で
は
、
こ
ま
る
。)

お
手
紙
ず
ゐ
ぶ
ん
あ
り
が
た
か
っ
た
。
み
な
、
わ
か
る
。
く
る
し
さ

も
、
御
努
力
も
、
胆
力
も
。
太
陽
も
。

ば
く
ち
、
云
々
、
同
感
。
私
は
、
働
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

太
宰
も
、
こ
の
ご
ろ
は
、
多
少
、
陀
つ
と
な

っ
て
居
り
ま
す
。
少
し

づ
っ
重
量
感
で
き
ま
し
た
。
む
か
し
の
ニ
ヤ
ケ
タ
ウ
ソ
ツ
キ
の
太
宰

も
な
つ
か
し
い
が
、
あ
れ
で
は
、
生
き
て
ゆ
け
ま
せ
ん
。

四
、
五
日
、
お
待
ち
下
さ
い
。
題
は
、
「
天
才
鬼
談
。
」
さ
ん
せ
い
。

東
京
市
本
郷
区
坂
下
町
十
一

甲
府
市
西
竪
町
九
=

寿
館

椿
荘

山
岸
外
史
様

太
宰
治

交
渉
し
て
く
れ
た
」

(津
島
美
知
子

『回
想
の
太
宰
治
」)
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

下
宿
す
る
以
前
の
十
月
に
短
期
間
滞
在
し
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

甲
府
市
西
竪
町
|
|
井
伏
鱒
二
に
勧
め
ら
れ
御
坂
峠
天
下
茶
屋
に
住
ま
い
を

移
し
て
い
た
が
、
こ
の
頃
、
石
原
家

(見
合
い
を
し
た
石
原
美
知
子
の
家
)

に
近
い
下
宿
に
入
る
。
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ふ
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sがほ使容
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1
 
a'e
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~ 

4
41
1
 

恥
i
'
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F
 

【校
異】

不
取
敢
、
〔
全
集
〕

l
t取
不
敢
、

7 

ゎ

! 

拝
啓
け
ふ
お
手
紙
読
み
、
君
の
閉
口
を
知
り
、
わ
る
か
っ
た
と
思
ひ
ま
し

た
。
み
ぢ
ん
も
ふ
ざ
け
て
は
ゐ
な
か
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
私
も
、
思

ひ
ち
が
ひ
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
あ
っ
た
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。
あ
れ
は
、

と
に
か
く
、
破
っ
て
下
さ
い
。

お
引
き
受
け
し
て
、
こ
ん
な
結
果
に
な
り
、
残
念
に
恩
ひ
ま
す
が
、

よ
い
も
の
を
残
し
た
い
の
は
、
私
も
か
は
ら
ぬ
気
持
で
す
か
ら
、
来
春
、

ゆ
っ
く
り
落
ち
つ
い
て
、
ち
ゃ
ん
と
心
の
す
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ま
た
、

書
い
て
み
ま
す
。
そ
の
と
き
、
ま
た
、
遠
慮
な
く
、
指
針
下
さ
い
。
取

不
敢
、
お
わ
び
ま
で
。
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手
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あ
り
が
た
く
身
に
し
み
ま
し
た
。一

生
懸
命
に
や

っ
て
み
る
つ
も
り
で
す
。
い
ろ
い
ろ
・自
分
自
身
を
、
い
ま
し
め
、
は
げ

ま
し
、
精

一
ぱ
い
の
と
こ
ろ
を
お
目
に
か
け
た
く
思
っ
て
居
り
ま
す
。

ど
う
か
待
っ
て
ゐ
て
下
さ
い
。

東
京
市
本
郷
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下
町
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様甲
府
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椿
荘
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山
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外
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太
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治
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行
な
し
)
ど
う
か
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っ
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ゐ
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〔
全
集
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l
t

(改
行
)

{ノ

l
ト
}

甲
府
市
御
崎
町
|
|
石
原
美
知
子
と
の
結
婚
の
た
め
、
昭
和
十
四
年

一
月
ナ

日
に
借
家
に
転
居
し
た
。
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謹
啓
。

私
こ
そ
、
ご
ぶ
さ
た
申
し
て
居
り
ま
し
た
。
お
ゆ
る
し
下
さ
い
。
僕

も
、
今
月
末
か
、
来
月
末
に
は
、
甲
府
を
引
き
上
げ
、
も
少
し
、
東
京

へ
近
い
は
う
へ
、
移
住
し
よ
う
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
ま

た
二
人
で
野
道
を
散
歩
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
貴
兄
の
御
意
見
承

り
た
い
と
望
ん
で
居
り
ま
す
。

誰
も
、
話
合
ふ
人
が
無
い
の
で
、
こ
の
ご
ろ
の
私
は
、
少
し
ノ
ロ

ク

サ
ク
な
っ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
も
う
、
あ
ま
り
み
っ

と
も
な
く
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
な
い
つ
も
り
で
す
。
謙
譲
と
い
ふ
こ
と
、

ほ
ん
と
う
の
謙
譲
と
い
ふ
こ
と
、
少
し
わ
か
つ
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
や

っ
と
、
わ
か
り
ま
し
た
。
自
分
の
ち
か
ら
の
限
度
を
知
り
ま
し
た
。
私

は
、
ま
だ
ま
だ
、
だ
め
で
す
。
毎
日
、
努
め
て
、
何
か
と
仕
事
つ
づ
け

て
居
り
ま
す
が
、
い
づ
れ
も
甘
っ
た
れ
た
習
作
の
み
で
、
い
ま
は
、
も

う
十
年
、
な
が
い
き
し
た
い
と
、
つ
く
づ
く
思
っ
て
居
り
ま
す
。

貴
兄
の
や
さ
し
い
お
言
葉
の
真
意
こ
の
ご
ろ
、

よ
く
わ
か
つ
て
来

ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
自
身
の
倣
慢
が
、
恥
づ
か
し
く
て
、
た
ま
り
ま

せ
ん
。
「
文
筆
」
の
六
月
号
に
貴
兄
の
お
仕
事
の
こ
と
、
ほ
ん
の
少
し

書
き
ま
し
た
が
、
御
海
容
下
さ
い
ま
し
。
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/
f

，

、
手
人

，

人'・
1

問
主
l
!
パ
J

{
校
異
】

拝
啓
〔
全
集
〕
拝
啓
、

が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
〔
全
集
〕

イ
ラ
イ
ラ
仕
事
も
〔
全
集
〕

す
ぐ
〔
全
集
〕

l
t
す
ぐ
、

(改
行
)
い
づ
れ
、
〔
全
集
〕

|
+

(改
行
な
し
)

草
々
。
〔
全
集
〕

1

4
7
勿
々
。

{ノ

l
ト
}

三
鷹
の
家
|
|
東
京
府
北
多
摩
郡
三
鷹
村
下
連
雀

二

三

番
地
の
新
築
の
借

家
。
九
月

一
日
に
引
っ
越
す
。

ふ
ん
ば
ら
な
け
れ
ば

イ
ラ
イ
ラ
し
て
仕
事
も

拝
啓
、

御
転
居
敢
行
な
さ
れ
て
、
今
年
の
秋
は
、
大
い
に
お
仕
事
す
す
む
こ

と
と
存
じ
ら
れ
ま
す
。
私
も
、
こ
と
し
の
秋
は
、
ふ
ん
ば
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ぬ
。
三
鷹
の
家
が
、
予
定
ど
ほ
り
完
成
せ
ず
、
た
い
て
い
十

日
ご
ろ
と
家
主
か
ら
言
っ
て
来
ま
し
た
が
、
今
明
日
あ
た
り
、
確
実
の

知
ら
せ
来
る
だ
ら
う
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
予
想
と
ち
が
っ
た
の
で
、
イ

ラ
イ
ラ
し
て
仕
事
も
出
来
ず
、
毎
日
毎
日
、
本
ば
か
り
読
ん
で
ゐ
ま
す
。

移
転
し
た
ら
、
す
ぐ
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
い
づ
れ
、
東
京
で

万
々
。

勿
々
。
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拝
啓
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全
集
〕

1

4
7

拝
啓
。

(改
行
な
し
)
草
々
。
〔
全
集
〕

{ノ

l
ト
}

長
尾
の
あ
の
会
|
|
長
尾
良
の
入
営
送
別
会
。
二
月
十
八
日
に
鷲
谷
の

「笹

の
雪」

で
行
わ
れ
た
。
中
谷
孝
雄
、
山
岸
外
史
、
高
橋
幸
雄
、
塩
月
起
ら
と

出
席
。

一同
橋
君
|
|
高
橋
幸
雄
か
。

(改
行
)

拝
啓
。

ご
ぶ
さ
た
し
て
居
り
ま
す
。
風
邪
が
は
や
っ
て
居
り
ま
す
。
ご
丈
夫

で
す
か
?
私
は
長
尾
の
あ
の
会
以
来
風
邪
を
ひ
い
て
未
だ
に
抜
け

ま
せ
ん
。
高
橋
君
の
と
こ
へ
遊
び
に
行
き
ま
せ
ん
か
。
三
月
五
日
は
、

御
都
合
ど
う
で
せ
う
。
五
日
の
正
午
に
新
宿
駅
前
の
東
京
パ
ン
の

二

階
で
お
待
ち
い
た
し
て
居
り
ま
す
。
御
都
合
わ
る
け
れ
ば
、
そ
ち
ら
か

ら
、
日
時
場
所
な
ど
御
指
定
下
さ
い
。

い
づ
れ
、
お
逢
の
折
は
、
山
々
。

草
々
。
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